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部上部～中部特発性食道破裂の 1 例．日本腹部救急医学会雑誌 34 巻 2 号: 486, 2014     
 
4 堺 裕輔，小池真章子，長谷川英子，山之内孝彰，日高匡章，曽山明彦，高槻光寿，黒木  保，江口 晋：ヒト

初代肝細胞複合シート移植における支持細胞の種類の効果．日本再生医療学会雑誌 13 巻増刊号: 327, 2014  
   
5 小池真章子，堺 裕輔，黒木 保，江口 晋：肝細胞複合シートの構造と機能発現．日本再生医療学会雑誌 13 巻増

刊号: 326, 2014     
 
6 日高匡章，高槻光寿，江口 晋：EOB-MRI による早期肝細胞癌診断の限界点―移植摘出肝を用いて―日本消化器病

学会雑誌 111 巻臨増: A80, 2014     
 
7 高槻光寿，日高匡章，曽山明彦，足立智彦，北里 周，堺 裕輔，木下綾華，原 貴信，村岡いづみ，Zhassulan Baimakhanov，
藤田文彦，金高賢悟，南 恵樹，黒木 保，江口 晋：生体肝移植におけるイノベーション：長崎大学の場合．日本外

科学会雑誌 114 巻臨増 2: 136,  2014     
 
8 黒木 保，北里 周，足立智彦，平原正隆，松島 肇，曽山明彦，日高匡章，藤田文彦，金高賢悟，高槻光寿，江
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口 晋：当科における腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術の現状と今後の展望－導入後の 5 年間を振り返って－日本外科学会

雑誌 114 巻臨増 2: 165, 2014     
 
9 小林慎一朗，金井信雄，田中信行，前田真法，細井孝洋，高木 亮，大和雅之，江口 晋，岡野光夫：組織工学製

品化を目指した再生医療研究 外科医と工学技術者が考案した細胞シート移植デバイス．日本外科学会雑誌 114 巻臨増
2: 218, 2014     
 
10 松島 肇，黒木 保，北里 周，足立智彦，平原正隆，日高匡章，曽山明彦，藤田文彦，金高賢悟，南 恵樹，高

槻光寿，木下直江，江口 晋：肝内胆管癌の発癌過程における SOX9 の関与とその臨床的意義．日本外科学会雑誌 114
巻臨増 2: 283, 2014     
 
11 平原正隆，足立智彦，松島 肇，北里 周，藤田文彦，南 恵樹，金高賢悟，高槻光寿，黒木 保，江口 晋：間

葉系幹細胞シートを利用した新たな膵島細胞移植．日本外科学会雑誌 114 巻臨増 2: 284, 2014     
 
12 久芳さやか，南 恵樹，足立利幸，川上総子，山之内孝彰，松本 恵，矢野 洋，安倍邦子，藤田文彦，高槻光寿，

金高賢悟，黒木 保，永安 武，江口 晋：乳房温存療法における術中迅速組織診断の有用性の検討．日本外科学会雑

誌 114 巻臨増 2:341, 2014     
 
13 藤井美緒，山之内孝彰，堺 裕輔，日髙匡章，曽山明彦，高槻光寿，金高賢悟，藤田文彦，南 恵樹，黒木 保，

江口 晋：肝非実質細胞シートを用いた皮下肝組織構築の試み．日本外科学会雑誌 114 巻臨増 2: 359, 2014  
   
14 井上悠介，藤田文彦，山口 泉，堺 裕輔，山之内孝彰，虎島泰洋，川原大輔，金高賢悟，高槻光寿，南 恵樹，

黒木 保，江口 晋：組織工学を用いた肛門機能不全動物モデルに対する機能再生．日本外科学会雑誌 114 巻臨増 2: 360, 
2014     
 
15 小林和真，金高賢悟，米田 晃，南 恵樹，高槻光寿，藤田文彦，山之内孝彰，日高匡章，北里 周，足立智彦，

曽山明彦，虎島泰洋，小坂太一郎，黒木 保，江口 晋：治癒切除不能進行・再発胃癌に対する S-1（/併用）療法（S-1+α）
を用いた集学的治療戦略の検討．日本外科学会雑誌 114 巻臨増 2: 386, 2014     
 
16 金高賢悟，小林慎一朗，堺 裕輔，曽山明彦，山之内孝彰，高槻光寿，黒木 保，江口 晋，大木岳志，山本雅一，

長井一浩，朝比奈 泉，大脇敏之，高木 亮，金井信雄，大和雅之，岡野光夫：細胞シートトランスポートシステムの

構築に向けて―遠距離施設間における口腔粘膜上皮細胞シートの輸送試験― 日本外科学会雑誌 114巻臨増 2: 442, 2014
     
17 崎村千香，南 恵樹，久芳さやか，山之内孝彰，藤田文彦，高槻光寿，金高賢悟，黒木 保，江口 晋，伊東昌子：

あなたは外科を続けますか？―長崎大学病院における女性医師のアンケート調査をもとに― 日本外科学会雑誌 114 巻

臨増 2: 470, 2014     
 
18 曽山明彦，高槻光寿，日高匡章，北里 周，足立智彦，米田 晃，小坂太一郎，虎島泰洋，山之内孝彰，小林和真，

藤田文彦，金高賢悟，南 恵樹，黒木 保，江口 晋：生体臓器移植ドナーの危機管理プログラム―"when" not "if"― 日

本外科学会雑誌 114 巻臨増 2: 473, 2014     
 
19 夏田孔史，曽山明彦，高槻光寿，日高匡章，北里 周，足立智彦，米田 晃，小坂太一郎，虎島泰洋，山之内孝彰，

小林和真，藤田文彦，金高賢悟，南 恵樹，黒木 保，江口 晋：肝細胞癌治癒切除症例における予後予測因子として

の非侵襲的肝線維化インデックスの有用性．日本外科学会雑誌 114 巻臨増 2: 493, 2014     
 
20 南 恵樹，山之内孝彰，森田 道，崎村千香，川上総子，久芳さやか，藤田文彦，高槻光寿，金高賢悟，黒木 保，

江口 晋：若年者甲状腺腫瘤の診断と若年者甲状腺癌の再発危険因子に基づく治療方針．日本外科学会雑誌 114 巻臨増
2: 519, 2014     
 
21 井上 諭，小坂太一郎，高槻光寿，藤田文彦，金高賢悟，南 恵樹，黒木 保，江口 晋：ラットモデルを用いた

食道閉鎖症に対する体外牽引食道延長術の組織学的検討．日本外科学会雑誌 114 巻臨増 2: 547, 2014   
  
22 藤田文彦，虎島泰洋，井上悠介，川原大輔，米田 晃，金高賢悟，高槻光寿，南 恵樹，黒木 保，江口 晋：腹

腔鏡下直腸癌手術における縫合不全をゼロにする工夫．日本外科学会雑誌 114 巻臨増 2: 566, 2014   
  
23 原村智子，日高匡章，曽山明彦，高槻光寿，足立智彦，北里 周，米田 晃，小坂太一郎，虎島泰洋，山之内孝彰，

小林和真，金高賢悟，藤田文彦，南 恵樹，黒木 保，江口 晋：生体肝移植後カンジダ感染症に対する予測因子の検

討．日本外科学会雑誌 114 巻臨増 2: 578, 2014     
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24 丸屋安広，曽山明彦，高槻光寿，日髙匡章，足立智彦，北里 周，米田 晃，小坂太一郎，虎島泰洋，山之内孝彰，

小林和真，金高賢悟，藤田文彦，南 恵樹，黒木 保，江口 晋：生体肝移植後経過における術前 Skeletal muscle index(SMI)
の意義．日本外科学会雑誌 114 臨増 2: 580, 2014     
 
25 米田 晃，金高賢悟，藤井美緒，田中史朗，虎島泰洋，小林和真，藤田文彦，高槻光寿，黒木 保，江口 晋：CY1P0
胃癌に対しての胃切除先行後の化学療法による治療は妥当か？日本外科学会雑誌 114 巻臨増 2: 688, 2014  
   
26 足立利幸，久芳さやか，川上総子，山之内孝彰，南 恵樹，藤田文彦，高槻光寿，金高賢悟，黒木 保，江口 晋：

低・中等度危険群甲状腺乳頭癌に対する摘術および葉切除術後の予後の検討．日本外科学会雑誌 114 巻臨増 2: 722, 2014
     
27 日髙匡章，高槻光寿，曽山明彦，足立智彦，北里 周，木下綾華，夏田孔史，釘山統太，藤田文彦，南 恵樹，金

高賢悟，黒木 保，江口 晋：現在のガイドライン非因子である術中門脈圧からみた肝細胞癌の肝切除後合併症と予後

の検証．日本外科学会雑誌 114 巻臨増 2: 732, 2014     
 
28 山下万平，北里 周，足立智彦，曽山明彦，日高匡章，虎島泰洋，藤田文彦，小林和真，南 恵樹，金高賢悟，高

槻光寿，黒木 保，江口 晋：医原性十二指腸穿孔に対する外科的治療の検討．日本外科学会雑誌 114 巻臨増 2: 794, 2014
     
29 濱田隆志，金高賢悟，米田 晃，虎島泰洋，藤田文彦，足立智彦，曽山明彦，北里 周，日高匡章，小林和真，南 

恵樹，高槻光寿，黒木 保，江口 晋：食道癌における PET-CT による深達度診断の有用性．日本外科学会雑誌 114 巻

臨増 2: 833, 2014     
 
30  田中史朗，金高賢悟，堺 裕輔，米田 晃，小坂太一郎，虎島泰洋，曽山明彦，足立智彦，北里 周，日高匡章，

林田直美，山之内孝彰，小林和真，藤田文彦，高槻光寿，南 恵樹，黒木 保，江口 晋：胃穿孔ラットモデルを用い

た細胞シートの創傷治癒効果の検討．日本外科学会雑誌 114 巻臨増 2: 923, 2014     
 
31 虎島泰洋，藤田文彦，堺 裕輔，川原大輔，井上悠介，Zhassulan Baimakhanov，山之内孝彰，高槻光寿，金高賢悟，

南 恵樹，黒木 保，Tracy Grikscheit，江口 晋：マウス小腸虚血再灌流モデルの確立と Fgf10 の関与．日本外科学会雑

誌 114 巻臨増 2: 929, 2014     
 
32 日高匡章，高槻光寿，曽山明彦，奥平定之，釘山統太，足立智彦，北里 周，木下綾華，夏田孔史，米田 晃，虎

島泰洋，藤田文彦，金高賢悟，黒木 保，江口 晋：画像診断はどこまで肝細胞癌を検出できるか？―移植摘出肝全肝

検索からの検討―肝臓 55 巻臨増 1: A188, 2014     
 
33 小坂太一郎，大畠雅之，山根裕介，田浦康明，高槻光寿，永安 武，江口 晋：新生児先天性 C 型食道閉鎖に対す

る胸腔鏡下根治術．日本小児外科学会雑誌 50(3): 550, 2014     
 
34 山下万平，小坂太一郎，内田史武，山根裕介，田浦康明，大畠雅之，永安 武，江口 晋：ミルクカード症候群に

より腸管穿孔を来した 1 例．日本小児外科学会雑誌 50(3): 720, 2014     
 
35 崎村千香，川上総子，久芳さやか，林田直美，藤田文彦，金高賢悟，高槻光寿，南 恵樹，黒木 保，伊東昌子：

外科の継続には何が必要か―長崎大学病院における女性医師アンケート結果をもとに― 日本外科系連合学会誌 39(3): 
484, 2014     
 
36 曽山明彦，高槻光寿，日高匡章，北里 周，足立智彦，木下綾華，夏田孔史，バイマカノフ ジャスラン，藤田文

彦，金高賢悟，南 恵樹，黒木 保，江口 晋：生体肝移植レシピエントの妊娠と出産．日本外科系連合学会誌 39(3): 489, 
2014     
 
37 足立智彦，黒木 保，北里 周，曽山明彦，日高匡章，藤田文彦，金高賢悟，高槻光寿，江口 晋：胆道・膵臓領

域における術前シミュレーション・術中ナビゲーション手術．日本外科系連合学会誌 39(3): 501, 2014   
  
38 黒木 保，江口 晋：若手外科医人材確保への当科の取り組み．日本外科系連合学会誌 39(3): 514, 2014  
   
39 丸屋安広，日高匡章，曽山明彦，足立智彦，北里 周，前川恭一郎，虎島泰洋，藤田文彦，金高賢悟，南 恵樹，

小林和真，高槻光寿，黒木 保，木下直江，江口 晋：L-OHP による肝障害をきたした直腸癌肝転移に対し Pmab 単剤

投与後に肝切除を施行した 1 例．日本外科系連合学会誌 39(3): 605, 2014     
 
40 平山昂仙，北里 周，足立智彦，黒木 保，曽山明彦，日高匡章，米田 晃，虎島泰洋，藤田文彦，金高賢悟，高
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槻光寿，江口 晋：腹腔鏡下膵中央部切除術を施行した膵体部 IPMN の一例．日本外科系連合学会誌 39(3): 611, 2014
     
41 黒木 保，北里 周，足立智彦，平原正隆，松島 肇，曽山明彦，日高匡章，藤田文彦，金高賢悟，高槻光寿，江

口 晋：当科における腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術の現状―より安全な術式とするための工夫．膵臓 29(3): 196:480, 2014
     
42 足立智彦，黒木 保，北里 周，平原正隆，松島 肇，曽山明彦，日高匡章，高槻光寿，江口 晋：Borderline resectable
膵癌に対する治療方針：予後予測因子としての SMA 周囲神経叢進展．膵臓 29(3): 303:587, 2014     
 
43 北里 周，黒木 保，足立智彦，松島 肇，平原正隆，曽山明彦，日高匡章，高槻光寿，江口 晋：膵管ナビゲー

ションを応用した腹腔鏡下膵中央部切除術．膵臓 29(3): 313:597, 2014     
 
44 久芳さやか，山之内孝彰，崎村千香，川上総子，南 恵樹，藤田文彦，高槻光寿，金高賢悟，黒木 保，江口 晋：

甲状腺分化癌に対する手術術式と予後の検討．日本癌治療学会誌 49(1):895, 2014     
 
45 小林和真，北里 周．足立智彦，南 恵樹，金高賢悟，高槻光寿，藤田文彦，林田直美，山之内孝彰，日高匡章，

曽山明彦，小坂太一郎，久芳さやか，黒木 保，江口 晋：切除不能進行・再発胆道癌の CDDP/GEM 療法は一次治療に

限定すべきである．日本癌治療学会誌 49(1): 2069, 2014     
 
46 藤田文彦，虎島泰洋，井上悠介，江口 晋：脾弯曲部横行結腸癌に対する腹腔鏡下結腸切除術定型化の試み．日本

大腸肛門病会誌 69(7): 656, 2014     
 
47 金高賢悟，米田 晃，藤井美緒，平山昂仙，虎島泰洋，足立智彦，曽山明彦，日高匡章，北里 周，藤田文彦，高

槻光寿，黒木 保，江口 晋：気胸を併用した左側臥位胸腔鏡下食道切除術における術野展開．日本内視鏡外科学会雑

誌 19(7): 369, 2014     
 
48 日高匡章，高槻光寿，曽山明彦，北里 周，足立智彦，木下綾華，村岡いづみ，夏田孔史，釘山統太，バイマカノ

フ ジャスラン，藤田文彦，金高賢悟，黒木 保，江口 晋：腹腔鏡下肝切除の定型化と普及へ向けて-Pure と Hybrid の

使い分け-日本内視鏡外科学会雑誌 19(7): 395, 2014     
 
49 黒木 保，北里 周，足立智彦，松島 肇，曽山明彦，日高匡章．藤田文彦，金高賢悟，高槻光寿，江口 晋：当

科における腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術―こだわりの術式とその理由―日本内視鏡外科学会雑誌 19(7): 400, 2014 
    
50 足立智彦，黒木 保，北里 周，松島 肇，黒島直樹，平山昂仙，曽山明彦，日高匡章，高槻光寿，江口 晋：腹

腔鏡下脾温存尾側膵切除における脾動静脈切除の安全性．日本内視鏡外科学会雑誌 19(7): 488, 2014   
  
51 崎村千香，米田 晃，金高賢悟，山之内孝彰，藤田文彦，高槻光寿，黒木 保，江口 晋：ペアンガーゼを用いた

小切開創からのセプラフィルム挿入法．日本内視鏡外科学会雑誌 19(7): 499, 2014     
 
52 藤田文彦，虎島泰洋，峯 由華，井上悠介，甲 拡子，米田 晃，金高賢悟，高槻光寿，黒木 保，江口 晋：当

科への腹腔鏡下大腸切除術の導入と指導医の育成．日本内視鏡外科学会雑誌 19(7): 516, 2014     
 
53 米田 晃，金高賢悟，平山昂仙，藤井美緒，虎島泰洋，藤田文彦，高槻光寿，黒木 保，江口 晋：胃噴門部の粘

膜下腫瘍に対する腹腔鏡・内視鏡合同手術(LECS)．日本内視鏡外科学会雑誌 19(7): 551, 2014     
 
54 虎島泰洋，藤田文彦，峯 由華，井上悠介，米田 晃，金高賢悟，北里 周，足立智彦，曽山明彦，小坂太一郎，

山之内孝彰，高槻光寿，黒木 保，江口 晋：当科における進化型 TEP 法．日本内視鏡外科学会雑誌 19(7): 681, 2014 
    
55 今村一歩，北里 周，足立智彦，松村尚美，曽山明彦，日高匡章，高槻光寿，黒木 保，江口 晋：腹腔鏡・内視

鏡合同手術(LECS)にて治療し得た早期十二指腸癌の 1 例．日本内視鏡外科学会雑誌 19(7): 706, 2014   
  
56 北里 周，黒木 保，足立智彦，松島 肇，平山昂仙，黒島直樹，米田 晃，木下綾華，曽山明彦，日高匡章，藤

田文彦，金高賢悟，高槻光寿，江口 晋：術前診断早期胆嚢癌に対する腹腔鏡下胆嚢床切除術．日本内視鏡外科学会雑

誌 19(7): 746, 2014     
 
57 山之内孝彰，林田直美，久芳さやか，崎村千香，川上総子，黒木 保，江口 晋：バセドウ病手術後の低 Ca 血症と

その期間の予測因子に関する検討．日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌 31(2): S232, 2014 
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58 崎村千香，前田茂人，足立利幸，久永 真，野中 隆，永吉茂樹，徳永隆幸，北島知夫，蒲原行雄，江口 晋，藤

岡ひかる：甲状腺乳頭癌を合併した Black thyroid の 1 例．日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌 31(2): S259, 2014  
   
59 曽山明彦，高槻光寿，江口 晋：生体肝移植レシピエントにおける腎機能障害－AKI と CKD との関係は？－ 肝臓 
55(2): A499, 2014     
 
60 K. Yamanouchi, Y. Sakai, S. Eguchi：New approaches to construction of liver tissue in vivo: Less invasive techniques and 
progenitor cells. 肝臓 55(2): A503, 2014     
 
61 山之内孝彰，林田直美，久芳さやか，崎村千香，川上総子，南 恵樹，松村尚美，藤田文彦，金高賢悟，高槻光寿，

黒木 保，江口 晋：甲状腺手術後ドレーン排液量の検討とドレーン非留置の試み．日本臨床外科学会雑誌 75 巻増刊号: 
307, 2014     
 
62 井上悠介，藤田文彦，虎島泰洋，甲 拡子，米田 晃，曽山明彦，足立智彦，北里 周．日高匡章，金高賢悟，高

槻光寿，黒木 保，江口 晋：Acute Care Surgery を要した閉塞性大腸癌 14 例の検討．日本臨床外科学会雑誌 75 巻増刊

号: 433, 2014     
 
63 甲 拡子，藤田文彦，峯 由華，井上悠介，虎島泰洋，木下綾華，米田 晃，曽山明彦，足立智彦，北里 周，日

高匡章，高槻光寿，金高賢悟，黒木 保，江口 晋：直腸癌前方切除後の縫合不全に対するドレーンによる保存的治療

の検討．日本臨床外科学会雑誌 75 巻増刊号: 435, 2014     
 
64 川上悠介，金高賢悟，米田 晃，藤井美緒，足立智彦，曽山明彦，虎島泰洋，北里 周，山之内孝彰，藤田文彦，

高槻光寿，黒木 保，江口 晋：確実な共通孔閉鎖のための食道消化管 Overlap 縫合‐3 点牽引法を用いた当科での工夫

- 日本臨床外科学会雑誌 75 巻増刊号: 466, 2014     
 
65 崎村千香，高槻光寿，木下綾華，夏田孔史，釘山統太，バイマカノフ ジャスラン，足立智彦，北里 周，黒木 保，

江口 晋，柳原克紀：肝移植患者における迅速 LAMP 法を用いた MRSA スクリーニング．日本臨床外科学会雑誌 75 巻

増刊号: 603, 2014     
 
 

学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

4 4 22 11 3 134 

 
 
社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

江口 晋・教授 代議員 日本外科学会 

江口 晋・教授 代議員 日本再生医療学会 

江口 晋・教授 評議員 日本移植学会 

江口 晋・教授 評議員 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 評議員 日本肝臓学会 

江口 晋・教授 評議員 日本臨床外科学会 

江口 晋・教授 評議員 九州外科学会 

江口 晋・教授 評議員 日本消化器病学会九州支部会 

江口 晋・教授 評議員 日本肝臓学会西部会 

江口 晋・教授 評議員 小切開・鏡視外科学会 

江口 晋・教授 Associate Editor Surgery Today（日本外科学会英文誌） 
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江口 晋・教授 Associate Editor Hepatology Research（日本肝臓学会英文誌） 

江口 晋・教授 Editorial Board Journal of Hepato-Biliary-Pancreatic Science 

江口 晋・教授 Editorial Board Investigative Medicine and Applied Science 

江口 晋・教授 Editorial Board Hepato-Gastroenterology 

江口 晋・教授 理事 国際外科学会日本部会 

江口 晋・教授 英文誌編集委員 日本外科学会 

江口 晋・教授 指定施設指定・指導医選定委員 日本外科学会 

江口 晋・教授 教育委員会委員 日本外科学会 

江口 晋・教授 「国際交流委員会」委員長 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 「将来検討委員会」委員 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 IHPBA A-PHPBA Japan Chapter 委員 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 高度技能医技術認定小委員会委員（移植） 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 編集委員会委員 日本肝胆膵外科学会 

江口 晋・教授 専門医試験作成委員 日本肝臓学会 

江口 晋・教授 肝移植委員会委員 日本肝臓学会 

江口 晋・教授 欧文誌編集委員会委員 日本肝臓学会 

江口 晋・教授 肝癌取扱い規約委員 日本肝癌研究会 

江口 晋・教授 あり方検討委員会／専門医制度審議委員会 日本消化器病学会九州支部会 

江口 晋・教授 委員 長崎県福祉保健審議会 

江口 晋・教授 委員 長崎県特定疾患対策協議会 

江口 晋・教授 委員 長崎県指定難病審査会 

江口 晋・教授 幹事 日本肝癌研究会 

江口 晋・教授 幹事 先端医療開発特区「細胞シート」による再生

医療実現プロジェクト 

江口 晋・教授 監事 日本移植学会 

江口 晋・教授 代表世話人 長崎手術手技研究会 

江口 晋・教授 代表世話人 長崎 Digestive organ cancer chemotherapy 

江口 晋・教授 世話人 日本肝移植研究会 

江口 晋・教授 世話人 日本異種移植研究会 

江口 晋・教授 世話人 日本膵・膵島移植研究会 

江口 晋・教授 世話人 肝臓内視鏡外科研究会 

江口 晋・教授 世話人 膵臓内視鏡外科研究会 

江口 晋・教授 世話人 手術手技研究会 

江口 晋・教授 世話人 外科分子細胞治療研究会 

江口 晋・教授 世話人 京都肝移植周術期研究会 

江口 晋・教授 世話人 肝癌治療シミュレーション研究会 

江口 晋・教授 世話人 九州内視鏡下外科研究会 

江口 晋・教授 世話人 九州肝臓外科研究会 

江口 晋・教授 世話人 九州門脈圧亢進症研究会 

江口 晋・教授 世話人 九州代謝・栄養研究会 

江口 晋・教授 世話人 長崎肝癌研究会 
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江口 晋・教授 世話人 長崎障害者支援再生医療研究会 

江口 晋・教授 世話人 長崎乳腺研究会 

黒木 保・准教授 代議員 日本外科学会 

黒木 保・准教授 評議員 日本肝胆膵外科学会 

黒木 保・准教授 評議員 日本内視鏡外科学会 

黒木 保・准教授 評議員 日本胆道学会 

黒木 保・准教授 評議員 日本消化器病学会九州支部 

黒木 保・准教授 評議員 九州外科学会 

黒木 保・准教授 評議員 日本臨床外科学会 

黒木 保・准教授 評議員 日本膵臓学会 

黒木 保・准教授 幹事 膵臓内視鏡外科研究会 

黒木 保・准教授 世話人 日本単孔研究会 

黒木 保・准教授 世話人 九州膵研究会 

高槻光寿・講師 評議員 日本肝胆膵外科学会 

高槻光寿・講師 評議員 日本消化器病外科学会九州支部 

高槻光寿・講師 評議員 九州外科学会 

高槻光寿・講師 世話人 長崎肝・胆道・膵外科研究会 

金高賢悟・講師 評議員 九州外科学会 

金高賢悟・講師 世話人 長崎 DDS・再生医療研究会 

金高賢悟・講師 世話人 長崎胃疾患検討会 

金高賢悟・講師 世話人 長崎内視鏡修練医の会 

藤田文彦・助教 評議員 日本消化器病学会九州支部 

藤田文彦・助教 評議員 九州外科学会 

藤田文彦・助教 世話人 次世代の内視鏡下消化管手術セミナー 

藤田文彦・助教 世話人 長崎内視鏡下外科研究会 

藤田文彦・助教 世話人 長崎炎症性腸疾患 

藤田文彦・助教 世話人 Nagasaki Bowel Club 

藤田文彦・助教 世話人 長崎胃疾患検討会 

藤田文彦・助教 世話人 長崎 NST 研究会 

藤田文彦・助教 世話人 九州ヘルニア研究会 

藤田文彦・助教 世話人 長崎内視鏡修練医の会 

足立智彦・助教 評議員 日本肝胆膵外科 

足立智彦・助教 評議員 日本胆道学会 

足立智彦・助教 評議員 日本内視鏡外科学会 
 
 
競争的研究資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

江口 晋・教授 厚生労働省 代表 厚生労働科学研究費補助金(エイズ対策研究

事業) 
血液製剤による HIV/HCV 重複感染患者の肝

移植のための組織構築 
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江口 晋・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(エイズ対策研究

事業) 
血液凝固因子製剤による HIV 感染被害者の

長期療養体制の整備に関する患者参加型研

究 

江口 晋・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服

研究事業) 
門脈血行異常症に関する調査研究 

江口 晋・教授 
 

厚生労働省 分担 
岡野班 

厚生労働科学研究費補助金 
細胞シート治療の臨床推進とデータベース

構築 

江口 晋・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
ヒト肝再構築シートを用いた肝再生医療の

前臨床研究 

江口 晋・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
迅速な肝細胞複合シート作製技術を基盤と

した急性肝不全治療 

江口 晋・教授 文部科学省 分担 劇症肝炎克服を目指す肝臓再生医療の開発

－エピゲノム調節による新規治療法創出－ 

江口 晋・教授 長崎大学 原爆後障害医療研究所

共同利用・共同研究 
代表 心拍間隔変動パワースペクトル解析による

外科手術術者の経時的自律神経評価 

江口 晋・教授 大学高度化推進経費（公募プロジェ

クト経費）による国際学会・国際シ

ンポジウム等開催支援事業 
 

代表 第二回 長崎－広州 外科シンポジウム 

黒木 保・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
一人手術を目指した装着型筋活動センサに

よる内視鏡下手術支援器具の開発 

金高 賢悟・講師 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(難病・がん等の

疾患分野の医療の実用化研究事業) 
CHP/NY-ESO-1 ポリペプチドがんワクチン

の術後食道癌症例を対象とした多施設共同

前期 第Ⅱ相臨床試験 

高槻 光寿・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
羊膜と再生刺激を用いた肝再生医療 

高槻 光寿・講師 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(エイズ対策研究

事業) 
血液製剤による HIV/HCV 重複感染患者の肝

移植のための組織構築 

高槻 光寿・講師 大学高度化推進経費 代表 脳死臓器移植普及のための市民公開講座 

藤田 文彦・助教 日本学術振興会 代表 挑戦的萌芽 
脂肪幹細胞を用いた肛門括約筋再生に関す

る研究 

山之内 孝彰・助

教 
日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

脂肪組織由来多能性幹細胞移植による肝代

謝性疾患治療の試み 

山之内 孝彰・助

教 
長崎大学 原爆後障害医療研究所

共同利用・共同研究 
代表 皮下組織での肝組織構築の試み 
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虎島 泰洋・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
小腸幹細胞 Organoid Unit を用いた人工小腸

作製 

足立 智彦・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
膵癌患者における腹腔内血中循環癌細胞を

介した肝転移巣形成機構の解明 

日髙 匡章・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
遺伝子導入による老化肝若返りによる移植

肝の肝再生促進、肝虚血再灌流障害克服 

堺 裕輔・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
ヒト肝細胞/非実質細胞複合シートによる異

所性血管誘導肝組織の構築 

堺 裕輔・助教 公益財団法人 武田科学振興財団 
医学系研究奨励（臨床） 

代表 術後急性肝不全予防のための自己ヒト肝細

胞移植技術の確立 

南 恵樹・客員研

究員 
日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

甲状腺再生医療による甲状腺機能低下症に

対する新たな治療戦略 

江口 晋・教授 東京理科大学  新規虚血再還流障害治療薬の開発 

江口 晋・教授 東京女子医科大学  再生医療の臨床応用 

江口 晋・教授 Syzganovs’ National Scientific Centre 
of Surgery 

 生体肝移植プログラム支援 

江口 晋・教授 Tbilisi State Medical University  生体肝移植プログラム支援 

江口 晋・教授 Yangon Specialty Hospital  生体肝移植プログラム支援 

黒木 保・准教授 長崎大学工学部  医工連携による新しい手術器具の開発 

小坂 太一郎・助

教 
中央大学工学部  医工連携による新しい手術器具の開発 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

江口 晋・教授、 
黒木 保・准教授、 
小坂 太一郎・助

教 

外科手術用糸輸送器 2014 年 
3 月 28 日 

申請中 2014-67291 

 
その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

江口 晋・教授 非常勤講師（外科学） 鹿児島大学 医学部 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

江口 晋・教授 下大静脈 難手術に成

功 
長崎新聞 2014 年 

1 月 1 日 
周りを肝臓に取り巻かれている下大静

脈は手術が困難だが、多くの分野による

チーム医療により、その腫瘍摘出手術に

成功したことについて掲載された。 
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藤田文彦・講師 ブラックジャックセ

ミナー 
朝日新聞 2014 年 

2 月 16 日 
小中学生が外科の模擬手術を体験する

ブラックジャックセミナー。2005 年に

当科が初めて開催し、その後全国に広が

っていったが、セミナーの意義や取り組

みについて掲載された。 

崎村千香・助教 ウーマンドクター 
～密着！あなたを救

う女性外科医～ 

テレビ東京 2014 年 
3 月 3 日 

医者と母親を両立させる女性外科医と

しての様子を取り上げられた。 

江口 晋・教授 今と未来の患者さん

に最高の外科治療を 
九州医事新報 2014 年 

4 月 20 日 
教室の取り組みについて掲載された。 

江口 晋・教授 肝移植 200 例突破 長崎新聞 2014 年 
6 月 30 日 

1997 年から手掛けてきた肝移植手術が

200 例を突破したことが掲載された。 

江口 晋・教授 病院の実力 九州編 

肝臓がん 
読売新聞 2014 年 

10 月 5 日 
全国の主な病院の治療実績について、ア

ンケートした結果を掲載する「病院の実

力」で肝臓がんについて取り上げられた

回。長崎大学病院での肝移植について掲

載された。 

江口 晋・教授 報道センターNBC 
細胞シート 移植 
注目の再生医療 成果

と課題 

NBC 2014 年 
12 月 3 日 

長崎大学病院で行われた細胞シートを

移植する手術。当初予定していた手術

10 例が終ったが、その成果と今後の課

題が取り上げられた。 

江口 晋・教授 重複感染者に脳死肝

移植 
薬害 HIV C 型肝炎緊

急度改定で初 

長崎新聞 2014 年 
12 月 9 日 

HIV と HCV（C 型肝炎）に重複感染し、

肝硬変が進行した患者が脳死肝移植を

受けていたことについて、重複感染の実

態解明を進めてきた江口教授が取材を

受けた。 

江口 晋・教授 薬害 HIV と C 型肝炎 
重複感染者に脳死肝

移植 

日本経済新聞 2014 年 
12 月 9 日 

HIV と HCV（C 型肝炎）に重複感染し、

肝硬変が進行した患者が脳死肝移植を

受けていたことについて、重複感染の実

態解明を進めてきた江口教授が取材を

受けた。 

藤田文彦・講師 気分はブラックジャ

ック 
長崎大学病院で疑似

手術 

長崎新聞 2014 年 
12 月 16 日 

2014 年 12 月 14 日、精道三川台小・中・

高生を対象に長崎大学病院で開催され

たブラックジャックセミナーについて

掲載された。 

 
○特筆すべき事項 

①第 23 回日本組織適合性学会大会：約 200 人の参加者を集め、長崎大学医学部良順会館で行った。 
②ブラックジャックセミナー：長崎市内の小中高生を対象に、外科手術の模擬体験のセミナーを行った。 
③移植といのち：長崎 NCC&スタジオにて公開市民講座を行った。 
④第 1 回広州-長崎外科シンポジウム：広州第一人民医院に当科より 4 名が訪問し、発表を行った。 
⑤厚労研究(江口班)にて：HIV-HCV 重複感染者に対する脳死肝移植適応基準の提言を行った。 
⑥高槻光寿  手術手技研究会第 2 回ビデオ大賞 受賞 
⑦金高賢悟  手術手技研究会第 2 回ビデオ大賞 受賞 
 


